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うち

※役員改選を理由とする年度当初の一時的な減は、反映していない。

２．団体の組織・人員情報
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経営評価シート

維持管理業務

１．団体の基本情報

22,865,000千円

%

R1 R2 R3

R3財政支出

15,475,250千円

事業名

R6.4.1

設立目的等

人的支援(常勤役職員再掲)(※) H31.4.1

32.3%

 福岡県の区域及びその周辺の地域において、その通行又は利用について料金を徴収することができ
る道路の新設、改築、維持、修繕その他の管理を総括的かつ効率的に行うこと等により、この地域の
地方的な幹線道路の整備を促進して、交通の円滑化を図り、もって住民の福祉の増進と産業経済の発
展に寄与する。

事業内容

福岡前原道路（Ｌ＝14.2km)の運営管理

出　資　金

委　託　料

補助・負担金 1,097千円

ー

ー

R5R2R1

備考R5

ー

事業実績に関する情報

60,189 52,257福岡前原道路交通量

千円 %

主要事業の内容

57,389 62,431
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64,538
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ー
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団体名

所在地

福岡県道路公社

福岡市博多区吉塚本町13番50号福岡県吉塚合同庁舎4階

設立年月日 昭和49年12月2日

主な出資者

福岡市県出資額

出資割合

県出資割合 67.7%

出資総額

千円

出資額

7,389,750千円

常勤役員名

H31.4.1 R2.4.1 R6.4.1R4.4.1

5名

13名

嘱託（常勤・非常勤）等・臨時
職員数

ー

5名

ープロパー

8名常勤（正規）

14名

5名

13名 13名

5名

13名

5名

合計

1名 1名 1名 1名

R5.4.1

理事長　野上　嘉久

ー

R3.4.1

常勤役員数（※）

代表者名 県ＯＢ 常勤

４-①．中期経営計画における改善に向けた取り組みの方向性(R4～R8）

　インフラ長寿命化計画及び個別施設計画に基づき、老朽化対策工事や橋梁の耐震化を進めることにより、「安
全・安心・快適な道路を提供」する。
　料金収入をふまえ、適切に事業を実施し、償還準備金の確保を図ることにより「健全な公社経営」を継続する。

1名

8名 7名 7名 7名

1名

R3.4.1

7名

2名

３．県関与の状況

増減の主な理由

7名

○H31年度:再雇用職員△1名。再雇用職員退職後、経費節減のため補充無し。
          H31.4.23 常勤（正規）職員△１名。常勤（正規）職員数は8名で合計13名
○R2年度～R6年度：増減無し

県　派　遣

2名2名

R2.4.1

8名

ー

9名

貸　付　金



単 位
2021
(R3)

2022
(R4)

2023
(R5)

2024
(R6)

2025
(R7)

2026
(R8)

達成状況（まとめ）

上段：計画　下段：実績
改善目標区分の達成に向けた
2023年度(R5)の取組状況

3,918

62,597

0

　福岡前原道路の利用促進を
図るため、道路マップを道の
駅や観光地のホテル、観光協
会等に配置。
　令和５年度に道路マップの
地図情報や観光情報を更新し
増刷した。
　利用者サービス向上を図る
ため、引き続き料金収受員の
接遇研修等を実施した。

　個別施設計画に基づき定期
的に点検及び修繕を実施し、
事前に予防保全対策を行うこ
とにより、緊急措置段階の判
定件数「０件」を維持した。

5,905

国債利
率（固
定金利5
年型）
以内

9,365

②効率的な経営を推進し、
安定的な収入確保による計
画的な長期借入金残高の縮
減を図る。

①福岡県道路公社の体制見
直しを行う

全国地方道路公社
連絡協議会役員業
務終了に伴う組

織・人員体制の見
直し

検討

13,249

事業活動・住
民サービス

指標

②道路施設の長期的な安全
性を確保するため、長寿命
化計画に基づく老朽化対策
等を推進し、点検における
緊急措置段階の判定件数ゼ
ロを維持する。

道路施設の点検に
おける緊急措置段

階の判定件数
件

改善目標の
区分（視点）

目標達成に向けた具体的
な取組、戦略等

①福岡前原道路の利用促進
に努め、業務収益の確保を
図る。

福岡前原道路
料金収入

百万円/年

長期借入金残高 百万円

11,868

0.032 0.11

0.115

60,189

3,756

0

57,389 62,431 64,538

0 0 0

3,592 3,892 4,059

４-②．中期経営目標における改善目標の達成状況

福岡前原道路
交通量

台/日

長期借入金
借入利率

年利率
(%)

①借入金の調達に際し、効
率的な資金調達に努め、将
来の金利軽減に努める。

0.3554

財務会計

内部管理

－

検討

R7年度
実施

　県内、県外を含め８行の金
融機関から借入利率の見積を
徴することにより競争性を高
め、低利率で資金を調達し
た。
　安定した収入確保及び経費
節減に努め、着実に長期借入
金の償還を行い残高減に努め
た。

　現行組織が有する機能を失
わない組織・人員体制の見直
しをするため、橋梁点検など
各種調査を行い、長寿命化計
画の見直しを進めている。ま
た、交通管制システムやＥＴ
Ｃ設備の更新等の進め方につ
いても検討を開始した。
（現行機能）
・安全・安心な自動車専用道
路の提供のための、構造物等
の長寿命化を含む維持修繕管
理　等

○令和5年度の交通量及び料金収入は、コロナ禍前の令和元年度の実績を上回るとともに、令和4年度比交通量は約3％増、料金収入は約4％増と
なっている。（R4計画値＝R1実績）
○安定的に収入を確保し経費の削減に努めたことにより、長期借入金を着実に償還し、残高を減らした。
○道路の一部区間は供用からおよそ３０年が経過し、道路施設の老朽化が進んでいる状況であるため、道路利用者の安全な通行を確保するため
インフラ長寿命化計画及び個別施設計画に基づき老朽化対策工事や橋梁の耐震化を推進した。
○公社内で安全・安心な道路の提供が出来る組織について検討を行った。

11,513

－ 検討

計画性
公益性

等

経済性
効率性

等

健全性

等



単位
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千円
千円
千円
千円
千円
千円
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千円
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千円
千円
千円
千円
千円
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％
％
％
％

百万円
％

49.8歳常勤役員平均年収

- - -

3,787,712 3,310,816

【収支計算書】

- -

【損益計算書】
業務収入① 3,616,630 3,912,828 4,081,629

　うち県からの借入金額
資本の部合計 22,865,000 22,865,000 22,865,000

団体債務保証額 - - -

５．経営状況（道路公社）
項目 R3 R4 R5R1 R2

　うち金銭債権 272,939 309,960 303,038279,227 310,068
72,449,81972,537,617

　うち棚卸資産（販売用不動産含む） 317 297 337346 187
負債合計 49,817,956 49,639,560 49,584,81950,055,559 49,672,617
　うち借入金額 13,249,395 11,513,245 9,365,00016,472,187 14,844,922

22,865,000 22,865,000
県債務保証額又は損失補償額 13,249,395 11,513,245 9,365,00016,472,187 14,844,922

- -

業務損益② 1,747,991 1,541,999 2,076,2802,006,879 1,231,179
償還準備金及び道路（駐車場）事
業損失補てん引当金繰入前損益③

1,737,984 1,539,450 2,069,0751,976,956 1,247,142

当期損益 - - -- -

総収入　Ａ 7,728,999 7,237,569 6,344,1508,597,555 8,061,780
　うち県財政支出額 1,132 1,191 1,0401,097 1,122
　　内訳：出資金 - - -- -
　　内訳：補助金・負担金 1,132 1,191 1,0401,097 1,122
　　内訳：委託料 - - -- -
　　内訳：貸付金 - - -- -
総支出　B 7,380,158 7,240,366 6,327,7768,505,719 8,245,983
　うち人件費総額 100,520 104,907 103,055101,657 101,709
当期収支　Ａ－B 348,841 △ 2,797 16,37491,836 △ 184,203

4,0593,756 3,282

【財務指標】
自己資本比率 31.5 31.5 31.631.4 31.5
県財政支出率 0.0 0.0 0.00.0 0.0

58.7 73.4

常勤役員平均年齢 60.0歳

人件費率 2.8 2.7 2.52.7 3.1

7,440千円

繰入前損益率 48.1 39.3 50.752.2 37.7

常勤職員平均年収7,273千円 常勤職員平均年齢

【団体毎の経営評価指標】
料金収入実績　福岡前原道路 3,592 3,892

・現在運営管理している福岡前原道路の交通量及び料金収入について、新型コロナウイルス感染拡大の影響緩和に
より、前年度から増加し、中期経営目標における改善目標を上回っている。
・引き続き、状況を見極めながら適時対応することが求められるとともに、利用促進や経費の節減等に努め、経営
の安定化に取り組むことが求められる。

８．経営評価委員会による経営評価結果

　福岡前原道路の交通量及び料金収入は、新型コロナウイルス感染症影響前の令和元年度の実績を上回っており、
着実に長期借入金の償還を行っている。
　今後も、利便性の向上に努めることで利用促進を図り、料金収入を確保すると共に更なる経費削減に取り組み、
利用者の安全・安心の確保と健全な公社経営を図る必要がある。

７．外部専門家の意見

【貸借対照表】
資産合計 72,682,956 72,504,56072,920,559

６．団体（経営責任者）の自己点検評価

【経営状況に関する各数値、指標の増減理由】

　令和5年度の交通量及び料金収入は令和4年度の実績を上回っており、長期借入金を着実に償還し残高を減らして
いる。
　道路施設の老朽化の進行に伴う維持管理費の増大等により今後も厳しい経営環境が続くが、引き続き老朽化対策
や経費節減に努めることにより、安全・安心・快適な道路の提供と健全な公社経営を実現する。

　令和5年度の交通量及び料金収入は、コロナ禍前の令和元年度の実績を上回るとともに、交通量は令和4年度比約
3％増、料金収入は約4％増となっている。
　道路利用者の安全な通行を確保するための老朽化対策や橋梁の耐震化工事を着実に実施するとともに、「償還準
備金及び道路事業損失補てん引当金繰入前損益」は約20億を確保しており、借入金額（残高）は確実に減らしてい
る。

【常勤役職員の報酬・給与に関する状況（R5年度）】 

収支率（費用/収入） 62.8 71.5 60.2


